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４ 議 題 

・本移転施設の配置の検討について 

 

５ 議事要旨 

（１）前回会議の振り返り 

（２）主な議事の概要 

・本移転施設の配置について 

・報告事項 

仮移転施設建設工事について 

（３）主なご意見と今後の対応 

≪本移転施設の配置の検討について≫ 

〇 主なご意見 

・ 萩之茶屋第２住宅の敷地と道路部分での配置案 

・ 寄り場機能と事務所機能の検討 

・ 労働者に役立つ施設との複合施設化 



・ 「労働者の使用権」と本移転施設の規模の検討 

・ 計画地の土地所有割合 

・ 市民館、保育園、体育館、区民センターの整備 

・ 子どもの居場所や遊び場 

・ 食料備蓄倉庫など防災機能 

・ 駐車場の規模、運用方法、活用方策、配置場所 

・ 駐車機能と建物整備 

・ 多目的広場の内容と労働施設配置 

・ 駐車場の配置と活用方策 

・ 車の動線、労働者の育成エリアなど労働施設として本当に使える施設 

・ フリーに使用できる駐車場確保と使用者制限 

・ あいりん労働公共職業安定所の機能拡大と配置場所 

・ 萩の森を中心とするまちの仕組み全体としての関係 

・ 緑の空間と子どもの遊び場のつながり 

・ 独立型駐車場と現施設型駐車場 

・ 仮移転施設建設工事と周辺への台風被害の対応 

・ 居場所、炊き出し、机出しなどの現施設閉鎖後の対応 

〇 今後の対応 

⇒ 先ず配置をしっかり検討した上で、規模等の問題については、少し時間を掛けて丁寧に

議論を進めて行きたい。 

⇒ 萩之茶屋第２住宅を含めた台形の土地全体で考えること、プラス南側の土地とも一体的

に考えていく。 

⇒ 配置案については、萩之茶屋第２住宅部分、北側部分など３案ぐらいを次回に提案する。 

⇒ 配置のシミュレーション案を持ち帰りのうえ、ご検討願う。 

⇒ 配置の議論は、中身の機能や総合的な部分も適宜議論しながら、来年３月ぐらいま 

で行いたい。 

≪報告事項等について≫ 

⇒ 西成労働福祉センターの建設工事については、ほぼ計画どおり進んでいる。 

⇒ あいりん労働公共職業安定所の建設工事については、現在基礎の部分を工事中。工程に

ついては、遅れもなく順調に進んでいる。 
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2 本移転施設配置シミュレーション（案） 
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